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反転授業の教学運用 

 

     

          反転授業とは 

 

 反転授業（Flipped Classroom）とは，授業と宿
題の役割を反転させる授業形態のことを指す。 

 

 

 

 

 

 
                        

                       Photo is from google 
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        反転授業のきっかけ 

 

 2004年、カーン・アカデミー（Khan Academy）  

 

 2007年，アメリカにおける高校（Woodland Park 
High School）で化学教師の二人（Jonathan 
Bergmann/Aaron Sams） 

 

 2013年、数千を超える教材ビデオを制作し，
YouTube EDUやiTunes U上で公開している。 
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           準備について① 

 「この人を知っていますか？」というテーマを選択
し、クラスでこのテーマについて討論できるという
学習目標を設定した。 

 

 教学用のパワーポイントを修正する。質問を入れ、
伝えたい内容や写真を選択したり用意した。 

 

 テーマについて映像を作る。学習シートの欄も同じ
くデザインする。 
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           準備について② 

 映像をQRコードに変更する。 

 

 具体的に授業で何をどのように質問、討論をするこ
とを念頭に置き、学習目標を測る学習シート、教案
とルーブリックを作った。 
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        手順について① 

 

 「この人を知っていますか？」という今
回のテーマを生徒に報告し、QRコードと
パソコンの使い方を教える。 

 

 今回の学習目標、学習シートとルーブ
リックについての評価方法などを明確に
生徒に伝える。 
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        手順について② 

 

 学習記録ノートを配り、生徒は4人1グルー
プになってスマートフォンやパソコンを使
い、家庭で用意された映像を見てから自分
で答えを探し、学習シートにおける左側の
欄(自分の発見)を完成する。 
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        手順について③ 

 

 QRコード 

 

 

 

 

 

 
 https://drive.google.com/open?id=0Bwq7ndyPjlVjRG1ubTU4WEhERFE 

 
 PhotoPeach - Fresh slideshows to go! http://photopeach.com/ 
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        手順について④ 

 

 翌週、パワーポイントを利用しなが
ら実際の授業を行い、お互いに討論
し、学習シートにおける右側の欄(授
業での発見)を完成する。 
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https://drive.google.com/open?id=0Bwq7ndyPjlVjRG1ubTU4WEhERFE
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        手順について⑤ 

 

 最後に、今回の授業の内容、評価方法 

 について検討する。 

 

 評価方法：1．学習シート 

      2．ルーブリック 

      3．観察記録 
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          まとめ① 

 

 生徒が書いた学習シートの内容によると、予習
の学習効率を上げることができる可能性を高め
られるメリットがある。 

 

 予習した生徒が予備知識を持っているため、教
師は導入する時間を短縮することができ、すぐ
お互いに深く会話ができる。 
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          まとめ① 

 

 例えば 

 

 
 昔（予習なし） 今(予習した） 

雛祭りは鯉のぼりをあげるの
ではないですか。 

日本では「男尊女卑」という考え
方を持っていると聞きましたが、
女の子のために「雛祭り」があっ
て不思議です。 

奈良美智は女の人じゃないで
すか。 

奈良美智が書いた女の子は不
満で孤独だと感じられ、これは
バブル経済と関係があるの？ 
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          まとめ② 

 

 生徒の学習時間と思考時間を増加させることがで
きるメリットがある。 

 

 授業時間外に生徒自分で内容を探し、どのような
必要な情報を選ぶことを自身で考え、また小グ
ループで討論した知識や疑問などを授業で教師と
もう一度確認することができる。これにより、毎
回のテーマについてしっかりと理解できる。 
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          まとめ③ 

 

 教室の観察とルーブリックによると、生徒がネッ
トで学んだ知識について批判的な思考ができるメ
リットがある。 

 

 例えば、「草間彌生の作品を見てから、すごく汗
が出てイライラしている。皆はそういう感じな
かった？そういう不愉快な作品にどうしてファン
がたくさんいるの？」という質問もあった。 
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          まとめ④ 

 

 個人より小グループのほうが効果が出やすい。 

 

 どんなテーマでも宿題をしない、映像を見ない生
徒はいる。しかし、小グループの場合はいい評価
を取るためにお互いに注意し、協同学習の力で映
像と学習シートの完成度が高くなる。 
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          まとめ⑤ 

 

 学習シートを上手に書いた生徒は討論が上手だと
は限らない。それどころか、うまくディスカッ
ションできる生徒が書いた学習シートは内容が悪
いかもしれない。 

 

 評価する時に二つの点数を分けてつけた方が良い。
そうすることにより、生徒がこれからどこを改善
すべきかすぐ分かるようにする。そして、状況に
応じて達成度が相対的に低い生徒に対し追加的に
学習支援を行うなどの工夫が必要である。 
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          まとめ⑥ 

 

 毎回必ず反転授業を行うと、生徒は飽きやすく
なって学習効果もだんだん下がる。 

 

 教師にとっては準備時間や学習シートの確認など
に時間がかかり負担になる。 

 

 クラスによって教学進度も把握しにくい。 

 

 一か月或いは二か月に一回テーマを中心とした授
業内容の場合は反転授業を使うことを薦める。 
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          まとめ⑦ 

 

 教育現場で反転授業を導入することには多くのメ
リットもある反面，さまざまな課題や留意点も存
在する。しかも、時代が変化続けることによって
問題点も変わると思われる。 

 注目されている反転授業を通し、生徒も教師も多
元的な角度から討論することができ、生活で教育
実践の試みだと言えるだろう。 

 本当の教育は個別の生徒のみではなく、みんなで
一緒に学ぶことであり、これからも反転授業の成
果に期待している。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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